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時間内歩行試験ソフトウェアを導入いただきありがとうございます。本書は時間内歩行 

試験ソフトウェアの Windowsパソコンへのインストール、通信設定の手順、リアルタイム 

データ受信による歩行テストグラフ、報告書の作成までをガイドする操作マニュアルです。 

 

※  操作手順の詳細は、ソフトウェア内の各画面上のヘルプアイコン   のクリックで 

表示される「ヘルプウインドウ」を参照ください。 

 

目次 

１、本ソフトウェアの推奨動作環境 ....................................................................................................... 2 

２、本ソフトウェアのインストール ........................................................................................................... 3 

２_２、本ソフトウェアの再インストールとアンインストール ........................................................... 6 

３、Bluetoothデバイス ドライバの自動設定 ................................................................................... 6 

４、パソコンと Bluetooth デバイス の通信設定（ComPort番号） ........................................... 7 

５、Bluetoothデバイス とパルスオキシメータの通信設定（ペアリング） ............................ 8 

６、通信設定の確認 及び パルスオキシメータの設定（時刻、メモリクリア等）............ 10 

７、時間内歩行試験ソフトウェア操作マニュアル ......................................................................... 11 

  ① リアルタイム測定 / 患者名の選択 / 検査を始める前 の注意事項  ............. 11 

  ② 接続の開始 / BTデータチエック ......................................................................................... 14 

  ③ リアルタイム測定画面の表示 / 歩行開始のやり直し/ 声掛け文字  .............. 16 

④ ボルグ値 ・休憩時間 ・ラップタイム ・コメントの各入力、歩行中止   .............. 18 

  ⑤ 歩行テストグラフの保存 / 検査履歴リスト画面 / 歩行テストグラフ ................ 21 

  ⑥ 検査後データファイルの各項目の追加、変更データの保存、ボルグ値入力  23 

  ⑦ 歩行テストグラフの再作成と表示 / SpO2・PR 回復マーカー表示   ................. 25 

  ⑧ 各検査データの入力と保存 / データ評価  .................................................................. 27 

⑨ 報告書による各項目のプレビューと PDF変換、ＣＳＶ変換 と 印刷   .............. 30 

  ⑩ ケーブル接続によるデータダウンロード / ヘルプウインドウ ................................. 31 

⑪ ＲＴキャプチャによる歩行テストグラフの作成 .................................................................. 32 

８、SpO2・PR データグラフ と 各低酸素指標データ  ............................................................... 33 

① データのダウンロードと保存 .................................................................................................. 33 

② データグラフの選択と表示 / 各操作ボタン .................................................................. 36 

③ 全グラフデータから選択範囲の拡大、縮小 .................................................................... 38 

④ 各ボタンによる拡大、縮小、移動、Reset .......................................................................... 39 

⑤ グラフ 1時間レンジ / 報告書,プレビューと印刷 ......................................................... 40 

９、Bluetoothデバイス ドライバのマニュアル設定 .................................................................... 42 

１０、リストックス２ 3150 シリアルケーブルドライバのマニュアル設定 ............................ 46 

１１、パソコンとリストックス２ 3150 シリアルケーブル通信設定（ComPort番号） ...... 50 

１２、通信設定の警告ＭＳＧ ................................................................................................................  51 

１３、ライブラリの登録 ............................................................................................................................  53 

１４、PCのディスプレイ設定 ...............................................................................................................  57 

 



                              時間内歩行試験ソフトウェア 

 

 
2 

１_本ソフトウェアの推奨動作環境 

 

  PCスペック 

   プロセッサ   ：  Core i3 以上 

     実装メモリ  ：   4GB 以上 

     表示機能    ：   XGA(1024×724) 以上 

      HD ドライブ ：  256GB 以上 

      

  周辺機器  

     キーボード  ：   OADG106キー準拠 × 1 

  ＵＳＢポート：  USB (2.0～3.1) × 3 

マウス      ：  標準型 (Windows7、8、10 対応型) × １  

      プリンタ    ：  報告書印刷用 × １ 

  対応 OS 

    Windows 7 / Windows 8、8.1 / Windows 10 （日本語対応 OS 32/64 Bit） 

* Microsoft は米国 Microsoft Corporation の米国、日本およびその他 

の国における登録商標または商標です。  

    * Windows は米国 Microsoft Corporation の米国、日本およびその他の 

    国における登録商標または商標です。    

* その他使用している社名、製品名は、各社の登録商標または商標です。    

 

 パルスオキシメータ ： ノーニン社 リストックス 2 モデル 3150 

 Bluetoothデバイス ： SENA社 SD1000U USB ドングル 

 オプション ： ラップタイム自動計測 

基点通過時に通過信号を Bluetooth通信により受信 

 

 

※ 本ソフトウェア起動時のデフォルト設定 (測定パラメータ設定画面より変更が可能) 

   ・ 画面サイズ          標準サイズ  

・ 歩行テスト時間        ３ - ６ - ３分の合計１２分 

・ ラップタイム測定      OFF 

・ グラフスケール目盛    SpO2（100 – 70）  PR（120 – 40） 

・ ボルグ値入力         ON   

・ ボルグ値表ポップアップ OFF 

 

その他のパラメータについては本ソフトウェアのインストール後、メインメニューより 

表示する [測定パラメータ設定] 画面 とヘルプウインドウ   から確認下さい。  
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２、時間内歩行試験ソフトウェアのインストール 

 

 インストールする PCシステムの［テキスト、その他項目サイズ］の設定値について 

本ソフトウェアの報告書表示及び印刷時のグラフ表示にあたり、設定値が［100%］で 

あることを確認下さい。 

・  PCのコントロールパネル → ディスプレイ で ［100%］ を 確認。 

変更は ｢14、PCのディスプレイ設定｣ P57 を参照下さい。 

 

  操作手順番号に従い、［時間内歩行試験ソフトウェア］ を PCに、インストールします。 

 ＰＣの USBポートに インストール用 USBスティックを装着します。 

ＰＣからコンピュータを選択、表示される リムーバルディスク［COERSOFTWARE］を 

クリック、フォルダ名 ［インストール］ を開き、INSTALL.EXE をクリック します。 

1) ユーザーアカウントのウインドウが表示されます。 ［はい］をクリック します。 

2) インストール画面が表示されます。       3) ドキュメントの確認後、［次へ］をクリック        

［次へ］をクリック します。             します。 

     

 

INSTALLl.EXE 
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4) ライセンス確認を同意の上、          5) インストール先の指定を確認後に 

チエックを入れ、［次へ］をクリック します。   ［次へ］をクリック します。  

    

 

 

6) プログラムファルダの選択画面が        7) ショートカットの設定画面が表示され     

表示され、［次へ］をクリック します。       ［次へ］をクリック します。 

    

 

8) インストール内容の確認画面が表示     9) インストール処理画面が表示され       

されます。 ［次へ］をクリック します。       ファイルのコピーが実行されます。 

    

 

10) インストール処理完了、［完了］をクリック します。 

チエック 
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11) PCディスクトップ画面に起動アイコン   ［時間内歩行試験］が作成されます。 

12) 起動アイコンをダブルクリック（管理者として実行）して起動します。 

13) ［時間内歩行試験ソフトウェア］の起動ウインドウが表示され、しばらくするとメニュー 

画面に変わります。 

 

※ このとき、下記の警告メッセージ  

・「ライブラリが登録されていません。」 または 

・「Framework 3.5 のインストール」を促すウインドウが表示された場合は本マニュアル 

1ページの目次 13、ライブラリの登録 を実行後、次に進んで下さい。 

      

 

14) メニュー画面上部 の ［時間内歩行試験ソフトウェア］ 文字の点滅終了後にページ 4 

画面を表示、操作が可能となります。 

 

※  本ソフトウェアは起動時にインストール用 USB メモリスティック内の認証ファイル 

を確認します。USB メモリスティックの確認ができない場合は使用不可となりま 

すのでご注意ください。 
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２_２、時間内歩行試験ソフトウェアの再インストールとアンインストール 

インストール後に再インストールを行う場合は既に登録された、通信設定、各パラメー 

タ及び個々の歩行テストデータ等の患者情報は初期化されません。 

完全に初期化する場合は、一度アンインストールを実行後に再インストールを行って 

下さい。 

 

 

３、Bluetooth デバイス ドライバの自動設定 

 

 本ソフトウェアは パルスオキシメータリストックス 2 モデル 3150 と通信を行う 

Bluetoothデバイスとして SENA社 SD1000U USB ドングルを使用します。 

SD1000U USB ドングルのドライバ設定を下記に示します。 

 

1) パソコンの USBポートに SD1000U USB ドングルを装着します。 

2) パソコンがインターネットに接続されている場合は SD1000U USB ドングルの装着時 

にドライバのインストールが自動で行なわれ、画面右下に下記のＭＳＧを表示します。 

 

 

 

 

 

3) 数秒後にＭＳＧが消えたことを確認後に一度 SD1000U USB ドングルを引き抜き、再度 

の装着で下記のＭＳＧが表示されればインストール完了です。 

 

 

 

 

 

 

※ Windows のバージョンアップ等により上記のＭＳＧが異なる場合があります。 

デバイスドライバのインスト－ルの確認は 9、Bluetooth デバイスのマニュアル設定  

P 42の 1) ～ 3) を参照下さい。 

 

4) 上記ＭＳＧが表示されず、またはインターネット接続環境にない場合はマニュアル設定 

によりインストールを行います。次に進む前に 9、Bluetooth デバイスのマニュアル設定 

P 42 を参照してドライバのインストールを完了して下さい。 

USB Serial Port（COM **） 

デバイス ドライバー ソフトウェアが正しくインスト－ル さ

れました。 

デバイス ドライバーソフトウェアをインストールしています 

ステータスを見るには、ここをクリックしてください。 
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４、パソコンと Bluetooth デバイス の通信設定（ComPort番号） 

 

 パソコンに Bluetoothデバイス の ComPort番号を設定します。 

パソコンの USBポートに SD1000U USB ドングルが装着されていることを確認します。 

 

1) 本ソフトウェアの起動後、メニューから [パルスオキシメータ選択] をクリックします。 

2) パルスオキシメータの選択画面が表示されます。 

3) ①［接続 ComPort一覧］ボタンで表示するリストから［USB Serial Port（Com）］の存在 

と Com番号を確認します。（ 非存在時は P 6 の ３、より 再実行して下さい） 

4) ②［機器_Noボタン］ をクリックします。 

5) ③［Com_Port番号］コンボリストから①で確認した ComPort番号を選択します。 

6) ④［メーカー名］コンボリストから 「 Nonin 」を選択します。 

7) ⑤［機種名］コンボリストから 「 3150 」 を選択します。 

8) ⑥［測定間隔］コンボリストから 「 1 」 を選択します。 

9) ⑦［コンティニュア］を選択します。 

10) ⑧［通信設定］の値はパルスオキシメータの仕様値を各コンボリストに設定します。 

11) ⑨［保存］ボタンをクリックして登録します。※１ 

12) パルスオキシメータの選択画面が非表示となり、通信設定を終了します。 

 

 

※１ ［機器 No_ 、ComPort番号 は使用済みまたは存在しない番号です］ のＭＳＧ表示 

時は ①USB Serial Port（Com）］の存在と_③ComPort番号を確認後、上記 3) より 

再実行して通信設定を完了します。 

 その他警告ＭＳＧの表示時は 12、通信設定の警告ＭＳＧ一覧 を参照下さい。 

①  

②  ③  ④  ⑤  ⑥  

⑦  

⑨ [保存]ボタン 

⑧ 

⑩ペアリング[表示]ボタン 



                              時間内歩行試験ソフトウェア 

 

 
8 

５、Bluetooth デバイスとパルスオキシメータの通信設定（ペアリング） 

 

 Comポート番号設定後にパソコンに装着された Bluetoothデバイス と Bluetooth搭載 

パルスオキシメータ間の通信データを送受信するためにペアリングを行います。 

  

1) パルスオキシメータ選択]画面の ⑩ペアリング [ 表示 ] ボタンをクリックします。 

2) [ペアリング・通信確認]画面の[ペアリング]タブ、[シングル接続]タブ を選択します。 

3) USB ドングルをＰＣに接続して ドングルリセットの⑪［実行］ボタンで初期化します。 

注） この操作は新規ドングル装着時のみ実行します。［OK］ボタンで先に進みます。 

4) パルスオキシメーター 3150の電源ＯＮ、表示部に Bluetooth インジケータ   の 

表示及び USB ドングルの装着を確認して ⑫ [ 検索 ］ボタン をクリックします。 

Bluetooth インジケータ   が非表示時は、アクチベーションスイッチで表示させます。 

 

⑪[実行]ボタン 

⑫[検索]ボタン 

 

 

Bluetooth インジケータ 
 

アクチベーションスイッチ 
■ 
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5) 近隣の Bluetooth機器を検出すると、機器リストに機器名、ＢＴアドレスを表示します。 

6) 機器リストに ［ERROR］ 表示の場合は再度［検索］ボタン をクリックします。 

7) 検索が終了しない、または [接続可能な機器が見つかりません] のＭＳＧ表示の場合は 

一度［戻る］ボタンのクリック後に 4) よりやり直してください。 

8) Bluetooth機器が見つかると機器リストにその情報を表示します。 

(リストックス 3150の検索では ⑬××× Nonin_Medical_Inc ××× が表示されます) 

9) 機器リストより ⑬のファイル名をクリックして選択します。 

10) ⑭［登録］ボタンのクリックで[ ---ペアリング情報の保存中--- ] ＭＳＧ表示が点滅します。 

 
 

11) 登録が完了するとＭＳＧが表示されます。 

 

 

12) ペアリング情報欄には登録された機器名、アドレス、PIN コードが表示されます。 

13) ［戻る］ボタン で終了します。 

14) ＭＳＧが［機器情報の登録をやり直して下さい］の場合は、9)より再実行します。 

※ 再度、上記ＭＳＧ表示の場合は 12、通信設定の警告ＭＳＧ一覧 を参照下さい。 

⑬ 

⑭ 

機器名の変更が可能 

[OK］ボタンをクリック 
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６、通信設定の確認 

パルスオキシメータ 3150の Bluetooth インジケータ   の表示を確認します。 

1) 選択機器のモード設定、①［表示］ボタンをクリックします。 

［3150 リストックスの設定画面］が表示されます。警告ＭＳＧが表示した場合は画面を閉じ 

て再度 ①の［表示］ボタンをクリックします。 

警告ＭＳＧがなければ、各通信設定が正しく機能している確認となります。 

※ その他警告ＭＳＧの表示時は P 51 、12、通信設定の警告ＭＳＧ一覧 を参照下さい。 

 

2) ②［メモリクリア］ボタンのクリックでメモリ消去ＭＳＧを表示、［はい］で実行します 

 

3) ③[PC同期 ON]ボタン のクリックで、「機器の日付/時刻」を PCの時計と同期させます。 

4) 「測定間隔」は ④[１秒] を選択します。 

5) 「オプション」 では ⑤[スポット設定] を選択、⑥[Bluetooth_ON] にチエックを入れます。 

6) ⑦［確定_送信］ボタンのクリック で各設定項目値をパルスオキシメータに登録します。 

 

①  

②  

⑦  

 

⑤  

⑥  

④  

③  
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７、時間内歩行試験ソフトウェア操作マニュアル 

 

 歩行テストの実施に伴い、リアルタイム測定による歩行テストグラフを作成します。 

既に作成された 「歩行テストグラフ」 は P 21の 30) 以降を参照下さい。 

  

※ 操作手順等の詳細は本ソフトウェアの各画面、各タブのＴＯＰ右側に位置する 

ヘルプマーク     のクリックで表示するヘルプウインドウを参照下さい。 

 

 本ソフトウェアを起動します。 

 

 

1)  歩行テストナビゲーター 画面 No_4 が表示されます。 

2） [リアルタイム測定] を選択します。 

 

歩行テストナビゲーター 

リアルタイム測定 

 

ヘルプウインドウ 
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3） リアルタイム測定画面が表示されます。 

4） ［患者名 選択］ボタン をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5） 検査前患者情報 登録・選択 画面が表示されます。 

   患者情報は歩行テスト前に登録が必要です。患者名及び情報が登録済みの場合は 

P 13の 8) に進みます。 

 

6） 未登録の場合は必須項目である 名前 を入力します。 ※１ 

誕生日、身長、体重の入力は、歩行距離の入力時に基準歩行距離、達成率、分速、 

時速 の表示に必要となります。 

7） [患者情報の登録]ボタンのクリックで各項目値が登録され、リストのＴＯＰに表示さ 

れます。患者情報 は連続して複数の登録が可能です。 

 

※１ 過去の検査履歴ファイルから患者情報の取込みが可能です。 

画面左上の③[検査前履歴リスト]ボタンを選択します。次に「名前入力 TEXT欄」に検索 

対象の名前を入力し、右ボタンのクリックで該当する名前全ての患者データファイルをリ 

スト表示します。クリックで選択したデータファイルの情報が取込まれ、[患者情報の登録] 

ボタンのクリックで新規登録としてリストのＴＯＰに表示されます。 

名前 [患者情報の登録]ボタン 

[患者名 選択]ボタン 

 

[患者 選択]ボタン 

[検査前履歴リスト]ボタン 

右ボタン 
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8） 患者名の選択 

  患者検査前登録リストから登録済みの患者名をダブルクリックします。 

9） 患者名選択ＭＳＧが表示され、［ＯＫ］ボタンのクリックで確定します。 

 

 

10） 「リアルタイム測定画面」 の表示 

次に［☆ 検査前に ］ボタンのクリックで「検査を始める前」 の説明文が 

表示されます。 

 

※ 説明文の変更、追加について 

カーソルで場所を指定すると、TEXTが橙色になります。変更、追加後に『Enter』 

で TEXTが白色に戻り、［☆ 検査前に ］ボタンのクリックで MSGを表示、[はい]  

ボタンのクリックで 登録されます。  

ダブルクリックで選択 

[☆ 検査前に]ボタン］ 

［OK］ ボタン 
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11） 通信接続の開始 

パルスオキシメータを装着、Bluetooth インジケータ   の表示を確認します。 

12） [開始]ボタンでパルスオキシメータと USB ドングルとの接続が開始されます。 

 

 

13） 数秒後に SpO2・PR の数値が表示され、下記の｢測定待機中｣グラフに変わり 

20秒間赤色表示で待機します。 

   カウントダウンが 10秒を切ると実測値を表示するトレンドグラフに変わります。 

 

※ パルスオキシメータのバッテリインジケータ残量が［ 低 ］表示、または 

ＰＣ画面の  バッテリ  が黄色表示の場合は電池交換をして下さい。 

[開始]ボタン 

測定待機中 

 

 バッテリ  黄色 
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14） ｢測定待機中｣表示にならない場合は通信不具合と判断し、警告ＭＳＧ または 

警告音で通信不可を知らせます。 

   

  

17） 10秒間連続で通信異常（データの抜け等）がなければグラフがグリーン色となり、 

  再度、データの抜け等の発生で赤色グラフに戻ります。 

データが途切れることなく連続でグリーン色であることを確認後、［測定開始］ボタン 

をクリックして歩行テストを開始します。 

 

※ 連続でグリーン色にならない場合は ［Bluetooth データ確認中］ 文字をクリックし 

    てデータをリセットします。改善のない場合はパルスオキシメータの電源 ON/OFF 

または 本ソフトウェアを再起動して下さい。 

[測定開始]ボタン 

Bluetoothデータ確認中 

 

15) ［ＯＫ］ボタンをクリックします。 

パルスオキシメータ 3150の

Bluetooth インジケータ    表示 

を確認します。12)、より接続を実

行します。繰り返し警告ＭＳＧの 

表示時は ６、通信設定の確認  

５、ペアリング設定を参照下さい。 

16) ［ＯＫ］ボタンをクリックします。 

ＰＣの USB ドングル装着を確認 

します。ＣｏｍPort番号の確認は

４、パソコンと Bluetooth 通信デバ

イスの通信設定を参照下さい。 
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18） リアルタイム測定画面の表示 

パルス音と共に SpO2と脈拍を数値及びグラフ上に表示します。 

黄色部は安静時間帯、白色部は歩行時間帯を示します。 

 

19） 歩行開始 

歩行開始前からカウントＭＳＧを表示、3秒前より音と秒数を表示し、 

[歩行開始]ＭＳＧ の表示と共に歩行を開始します。 

 

※ 測定途中で強制終了する場合（測定データはリセットされます） 

画面右上部の［その他項目］ボタン→［メインメニュー］ボタンのクリックで［Bluetooth  

リアルライム測定を中止、リセットします］ MSGを表示、［はい］ボタンを選択します。 

1 秒間隔でデータの推移を連続表示 

Spo2・脈拍 
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20） 歩行開始のやり直し 

21） 歩行開始の失敗時に［測定中］ボタンのクリックで歩行開始待機に戻します］の 

ＭＳＧを表示、［はい］ボタンで歩行開始位置に戻り、[歩行待機中]ＭＳＧを表示 

して待機します。 ［測定中］ボタンは［歩行開始］表示に変わり、点滅します。 

22） ［歩行開始］ボタンのクリックで歩行を開始します。 

歩行開始後 30秒以内の間、何度でもやり直しが可能です。 

 

23） 声掛文字の表示 

歩行開始より歩行終了までの間、１分毎に声掛文字を表示します。 

   文字画面のクリックで非表示となります。 

 

［はい]ボタン 

[測定中]ボタン 
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24） ボルグ値入力 

指定時間に［ボルグ値入力］ボタンの選択可が能となり、クリックして入力します。 

［ ★ ］ボタンのクリックで ボルグスケール一覧表 を画面大にポップアップします。 

 

 

 

 

25-1） 休憩時間の入力 

休憩の発生時は[休憩]ボタンのクリックで休憩開始となり、グラフ上に緑色で表示、 

再度の[休憩]ボタンで休憩を終了、休憩時間を数値及びグラフ上に表示します。 

 

 

[ボルグ値入力]ボタン 

休憩時間 

[休憩]ボタン 

［ ★ ］ ボタン 

[ボルグ値入力]ボタン 
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25-2） ラップタイム 

   歩行開始より、［スタート］ボタンは ”1周目”と表示してカウントを開始します。 

   以降、コーン等による 2点間で 1周毎の基点通過時にボタンをクリックします。 

ボタン表示はクリック毎に、”2周目”、”3周目”と表示され、0秒よりカウントを 

開始します。 歩行時間の終了時点で、基点スタート位置までの 1周に満たない 

歩行距離数は歩行テスト終了、保存時に｢歩行距離端数入力ウインドウ」に表示 

するコンボ BOXより入力します。 

 

 

26） コメントの入力 

   ［ コメント ］ ボタンでコメントリスト画面を表示します。 

登録済みコメント文のクリックでグラフ上部に緑色のコメントマークを表示します。 

 

[コメント]ボタン 

[ラップタイム]ボタン 

入力時刻の ON/OFF 



                              時間内歩行試験ソフトウェア 

 

 
20 

27） 歩行テストの中止 

何らかの理由により歩行テストを中止する場合、［測定中］ボタンをクリックします。 

［歩行テストを終了します］ＭＳＧを表示、［中止マーカー］ボタンをクリックします。 

 

 

28) ［中止マーカー］ボタンのクリックでグラフ上に赤色の歩行中止マーカーが入り、以降 

残りの歩行時間をスキップして歩行後安静時間帯より測定を続行、ボルグ値のみ 

が入力可能となり、安静時間帯でのデータ推移の確認が可能となります。※１ 

 

※１ 歩行時間のスキップ ON/OFFは 測定パラメータ画面、［歩行中止マーカー］タブで 

   選択します。 

 

[中止マーカー]ボタン 

中止マーカー 

測定を続行 

・歩行時間終了 

・歩行後安静開始 
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  29) 歩行テストグラフの保存 

全歩行テスト時間の終了以降、任意の時刻に［ 終了 ］ボタンのクリックで 

［歩行テストを終了します］ＭＳＧを表示、［はい］ボタンのクリックでデータの 

保存、終了となります。 

※  上記以外の歩行テスト終了後のデータ保存 

1、 30秒経過後に自動停止、自動保存。 

2、 歩行後安静時間帯に歩行開始前の SpO2・PR値レベルに戻るまで連続 

測定し、回復マーカーを確認後に自動停止、自動保存。 

 

 

30) 保存した歩行テストグラフの確認はメインメニューNo1または No4 の 

［検査履歴リスト］を選択します。 

 

[終了]ボタン 

[はい]ボタン 

検査履歴リスト

ボタン
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31） 検査履歴リスト画面 

   最新のデータファイルがリストの TOPに表示されます。 

32） データファイルリストの項目名、「テストグラフ」の作成日時（青色）の W クリックで 

作成された歩行テストグラフ を、青色以外の項目では全測定データ を表示します。 

 

 

33） 歩行テストグラフ 

   グラフ上部に各項目測定値の最大値、最小値、平均値、グラフ左上部に歩行開始 

時刻が表示されます。 ［その他項目]ボタンの[報告書]ボタンで報告書画面を表示 

（P 30、報告書） [メインメニュー] ボタンでメインメニューに戻ります 

 

歩行テストグラフの作成日（青色） 

[その他項目]ボタン 

歩行開始時刻 

歩行開始ライン 

各項目測定値 
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34) 休憩時間の追加、変更 

35) 歩行テストグラフに 歩行データ の追加、変更が可能です。 

   「歩行テストグラフ作成」タブ 、休憩マーカー設定の［作成 ］ボタン のクリックで 

   グラフの歩行時間帯が橙色に変わります。マウスカーソルをグラフ上で移動させ 

   右上部の［ 歩行中_時刻 ］と 休憩開始時刻が一致する位置をクリック、同様に 

休憩終了時刻に一致する位置のクリックで緑色の休憩範囲が設定されます。 

［－］ボタン、［＋］ボタン は設定した休憩マーカーを作成順に表示/非表示します。 

 

36) 歩行グラフの保存 

［保存］ボタンで歩行データを保存します。 

 

休憩終了時刻をクリック 

［保存］をクリック 

休憩マーカー設定［作成］ボタン 

休憩開始時刻をクリック 

「歩行テストグラフ作成」タブ 
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37) ボルグ値の設定 

   「ボルグ値」タブ のクリックで各時間帯の入力欄が表示されます。 

［胸部］ボタンのクリックで 胸部 ⇔ 下肢部 を選択します。 

入力位置のクリックで「ボルグ値入力支援ウインドウ」が表示されます。 

［ボルグ値］ボタンのクリックで順番に連続して入力が可能です。  

 

 

38) ボルグ値の保存 

「歩行テストグラフ作成」タブ を選択、左側の「歩行グラフの保存」の［保存］ボタン 

のクリックでボルグ値を保存します。 

 

ボルグ値 タブ 

胸部 ⇔下肢部 選択 

ボルグ値入力支援ウインドウ 

入力位置 
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39） 歩行テストグラフの再作成 

   歩行開始時刻等の歩行データにより手動での歩行テストグラフ作成が可能です。 

［3 – 6 - 3］分 歩行テストグラフの作成の［作成］ボタンをクリックします。 

表示グラフが橙色になり、マウスカーソルをグラフ上で移動させ、グラフ左上の 

[測定時刻] と 歩行開始時刻 が一致する位置にカーソルを合わせます。 

  

 40) 一致した位置のクリックで歩行前安静、歩行、歩行後安静の設定時間に基づいた 

［3 - 6 - 3］分の歩行テストグラフが表示されます。 

［保存］ボタンのクリックで保存されます。 

    

   ※ 検査履歴リストより全スパン表示での取込み時は歩行時間確認ＭＳＧが表示します。 

［3–6-3］分 歩行テストグラフの作成、[作成]ボタン 

開始時刻をクリック 

[保存]ボタン 

測定時刻 
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41） 歩行テストグラフ表示（歩行テスト時間） 

検査履歴リストよりデータファイルの項目名、「テストグラフ」（青色）のＷクリックで 

歩行テスト設定時間、［3 - 6 - 3］分の歩行テストグラフを表示します。 

 

 

42） 歩行テストグラフ表示（全測定データ表示） 

［歩行テスト グラフ］ ボタンのクリックで全スパンの歩行テストグラフを表示します。 

全スパンの表示で歩行前安静時間帯での平均 SpO2、脈拍値から計算される 

安静回復マーカーが歩行テスト時間以降の時間帯に表示されていることがわか 

ります。  

 

[歩行テストグラフ/全スパングラフ] ボタン 

SpO2回復マーカー 

脈拍値回復マーカー 

グラフスケール(自動/標準)ボタン 

［歩行テストグラフ］ボタン 
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43） 各検査データの入力 

［検査データ］ボタンより、20項目の検査データ、他の固定項目の入力が可能です。 

歩行距離(m)データの入力で、基準歩行距離、達成率、時速、分速を表示します。 

20項目の検査項目は検査項目名、入力データ形式をパラメータ設定画面より任意 

に設定が可能です。 ［保存］ボタンで各入力データを保存します。 

 

 

44） ラップタイム・速度の表示 

［データ評価］ボタン、 ［ラップタイム・速度］タブの選択で各ラップタイムの推移を 

同一患者の過去 10データまで表示します。 

 

[保存]ボタン 

[検査データ]ボタン 

歩行距離の入力 

20 項目の検査項目 
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45） 歩行距離の表示 

［データ評価］ボタン、 ［歩行時間］タブの選択で男女、年齢による平均値に対する 

歩行距離の推移を同一患者の過去 10データまで表示します。 

    

 

 

46） 過去データ比較の表示 

［データ評価］ボタン、 ［過去データ比較］タブの選択で、最新歩行テストグラフに 

対して同一患者の過去 10までのデータグラフを重ね表示します。 

 

 

[データ評価]ボタン 
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47） 安静回復時間の表示 

 ［データ評価］ボタン、 ［回復・歩行相関］タブの選択で、安静回復時間と歩行距離を 

示す相関グラフを表示します。 

 

 

 

48） 目標心拍数の表示 

［データ評価］ボタン、 ［目標心拍数］タブの選択で、男女、年齢による指数から 

歩行時の目標心拍数グラフを表示します。 
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49） 報告書 

   ［その他項目］ボタン のクリックで表示する ［報告書］ボタンの選択で各報告書の 

プレビュー画面を表示、CSV変換、PDF変換、印刷 を実行します。 

 

１～３ のグループ毎に任意の項目にチエックを入れ、登録が可能です。 

選択されたグループのチエック項目がプレビュー、印刷の対象となります。 

 
 

50) 各報告書のプレビュー 

  ＴＯＰに 印刷、CSV ファイル変換、PDF ファイル変換のボタンを表示します。 

   各ボタンのクリックで Windowsシステムのウインドウによる 印刷画面 または 

ファイル保存画面を表示、指示に従い実行します。 

 

 

     

●歩行テスト報告書Ⅱ（トレンドグラフ）  ●測定データ 
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51） データダウンロード 

長時間連続データの取込み時に使用します。 

通信ケーブル（オプション）の接続でパルスオキシメータのメモリより全測定データの 

ダウンロードが可能です。 終了後に最新データをＴＯＰにリスト表示します。 

リスト表示する Noのクリックでグラフ表示画面にデータを取込みます。 

 

 

 

 

52） ヘルプウインドウの表示 

各画面 および 各タブのＴＯＰに位置するヘルプマーク   の選択で、画面に 

応じた操作手順等の詳細を説明するヘルプウインドウを表示します。 

［ヘルプリスト］ボタンのクリックでヘルプ一覧リストが表示されます。 
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53) 測定パラメータ画面 

システムの動作及び歩行テストグラフ作成に関係する全てのパラメータ設定を行い 

ます。 

各タブの設定項目、機能の詳細説明は画面上部のヘルプアイコン   のクリックで 

表示する「ヘルプウインドウ」を参照ください。 

 

 

54） ＲＴキャプチャ による歩行テストグラフの作成 

 リアルタイム通信が不適な環境、または Bluetooth非搭載型パルスオキシメータの 

    歩行テスト時に使用します。 

 歩行テスト中に患者の各歩行データをＰＣ画面にリアルタイムで入力するソフトウェ 

    アツールです。 

歩行テスト終了後にパルスオキシオキシメータからケーブル接続によるダウンロード 

データと重ねあわせ、歩行テストデータ報告書を自動作成します。 

 

  

※ 操作手順等の詳細は本ソフトウェアの各画面、各タブのＴＯＰ右側に位置する 

ヘルプマーク     のクリックで表示するヘルプウインドウを参照下さい。 
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８、SpO2・PR データグラフ と 各低酸素指標データ 

 パルスオキシメータの内部メモリに格納された測定データをＰＣにダウンロードして 

データ連続下降等のデータ動向を低酸素指標データとして詳細に表示にします。 

※ データダウンロードはケーブルドライバ及び通信設定が必要です。下記の設定を完 

了後に次のステップに進みます。 

１０、リストックス２ 3150 シリアルケーブルドライバのマニュアル設定  

１1、パソコンとリストックス２ 3150 シリアルケーブル通信設定（ComPort 番号） 

 

1) パルスオキシメータとＰＣのＵＳＢポートをシリアルケーブルで接続します。 

2) 本ソフトウェアを起動、メインメニューの [データダウンロード] を選択します。 

 
 

3) データダウンロード画面が表示され、現在の通信設定が表示されます。 

 

[データダウンロード] ボタン 

現在の通信設定 

[ダウンロード] ボタン 



                              時間内歩行試験ソフトウェア 

 

 
34 

4) [ダウンロード] のボタンで、[ダウンロードチエック] 、[ダウンロード待機中] と表示 

が変わり [ダウンロード中] の表示が点滅して緑色バーが進行します。 

ダウンロード終了前の ボタンのクリックでダウンロードを中止します。 

5) 全データのダウンロード終了時に最新のデータを先頭に、順にリスト表示されます。 

6) リスト中のデータファイルのＷクリックで、選択データのグラフ画面を表示します。 

  

 

※ 選択した全データファイル中に 90％以上の非測定データが含まれている場合は 

ＭＳＧ 「 非測定データ > 90% 」 の警告ウインドウが表示されます。 

7) データダウンロード画面が左下に移動、選択したデータのグラフを表示します。 

8) データダウンロード画面の［閉じる］ボタンをクリック、次に［保存］ボタンでダウンロード

リストより選択した ｢No｣ が名前として検査履歴リストのＴＯＰに登録されます。 

 

データファイルを W クリック 

[保存] ボタン 

[閉じる] ボタン 
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9) メインメニューに戻り、［ SpO2・PR データグラフ ］ を選択します。 

 

 

 

10) 検査履歴リストから表示する患者データファイルをＷクリックで選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

患者データファイル 

[SpO2・PRデータグラフ] ボタン 

［患者情報変更］ボタン 
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11) ［患者情報変更］ボタンで表示する画面より患者名、ＩＤ等の変更が可能です。 

12) ［変更］ボタンで表示する各項目が登録され、検査履歴リストに反映します。 

 
 

13) 選択された全スパンの患者データファイルがグラフ表示されます。 

・画面上部に SpO2、PR測定データの各 Max、Min、Ave及び低酸素指標の項目の 

データが表示されます。 

・その下に SpO2・PR グラフの拡大、縮小幅の位置を示す選択範囲確認用グラフが 

表示され、直下のバーグラフは SpO2・PR のリミット外 とアーﾃィファクトを示します。 

・中央には SpO2を示す青色グラフ、PR を示す緑色グラフ、SpO2連続下降時間を示 

すグラフが表示されます。 

 

各測定データ 

選択範囲確認グラフ 

Ｌｉｍｉｔ/アーティファクト 

SpO2データグラフ 

PRデータグラフ 

SpO2連続下降グラフ

ル 
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14) [その他項目] ボタン のクリックで 操作ボタンリスト が表示されます。 

 

 

15) 操作ボタンリスト 

メインメニュー 

      報告書 

    パラメータ設定 

    自動スケール 

    ＳｐＯ2下降値 表示 

    グラフ 1時間レンジ 

 

 

16)  Limit / アーティファクトグラフ 

SpO2・PR の上下限範囲外時にそれぞれのグラフ色と同色をライン表示します。 

SpO2・PR が同時に上下限範囲外時の場合は赤色表示となります。 

体動、非測定時は黒色ラインが表示されます。 

 

 

※ SpO2下降値グラフにいて 

SpO2 Max連続下降時間を SpO2・PR グラフ上に重ねて表示し、表示 ⇔ 非表示 

が可能です。 測定データが[パラメータ設定画面]、[SpO2・PR 測定値]タブ、SpO2

値連続下降数Ⅰに設定された値以上の条件時にその開始位置をグラフ上に表示 

し、選択範囲中の最大値を赤色で表示します。 

 

 

操作ボタンリスト 

：直近のスタートメニュー画面に戻ります。 

：表示グラフのプレビュー、印刷画面を表示。 

：パラメータ設定画面を表示。 

：SpO2・PR の Y軸目盛を交互に 自動⇔標準。 

：SpO2・PR データに重ねて交互に 表示⇔非表示。 

：全スパングラフを 1時間レンジで分割表示。 
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17) 全グラフデータからの選択範囲の拡大、縮小 

18) グラフ上から最初に拡大する開始位置をクリック、次に拡大の終了位置をクリック 

   して選択範囲を確定します。拡大中の範囲から更に拡大も可能です。 

    選択範囲外のクリックで選択範囲をリセットします。 

 

 

 

19) 選択範囲中央部のクリックで選択範囲を拡大した SpO2・PR グラフが表示されます。 

上部の選択範囲確認グラフから選択開始位置と範囲を確認することができます。 

 

 

終了位置をクリック 

選択範囲値 
中央のクリックで拡大 

開始位置をクリック 

全スパングラフ上に選択範囲を表示 
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20) 選択範囲の移動 

選択範囲確認グラフ上でクリックした位置に選択範囲の開始位置が移動し、 

その範囲を拡大したデータを SpO2・ＰＲグラフに展開します。 

 

21) 各ボタンによる拡大、縮小、移動、Reset 

[ ← ]、[ → ] ボタン  ：選択範囲を矢印方向に移動します。 

[ ＋ ]、 [ － ] ボタン  ：選択範囲を拡大、縮小します。 

[ Reset ] ボタン     ：全スパングラフに戻します。 

 

[←]、[→] ボタン  ：グラフ上の測定時刻ラインを矢印方向に移動します 

[▲▼] ボタン    ：SpO2・PR グラフの Y軸目盛値を変更します。 

開始位置をクリック

グラフ 

拡大縮小、移動ボタン 

変更された選択範囲 
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22) グラフ 1時間レンジ 

選択されたデータファイルを 1時間レンジグラフとして分割して表示します。 

 

 

 

 

23） 報告書 

   ［その他項目］ボタンで表示する ［報告書］ボタンの選択で各報告書の 

プレビュー画面を表示、CSV変換、PDF変換、印刷 を実行します。 

 

１～３ のグループ毎に任意の項目にチエックを入れ、登録が可能です。 

選択されたグループのチエック項目がプレビュー、印刷の対象となります。 
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24) 各報告書のプレビュー 

  ＴＯＰに 印刷、CSV ファイル変換、PDF ファイル変換のボタンを表示します。 

   各ボタンのクリックで Windowsシステムの 印刷、または ファイル保存画面を 

表示、指示に従い実行します。 

 

 

     
● SpO2・PR 全スパンデータ報告書   ● SpO2・PR 拡大範囲データ報告書 

 

 

    

● 全スパン 1時間レンジ報告書      ● 測定データ 報告書 
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９、Bluetooth デバイス ドライバのマニュアル設定 

 

1) パソコンの USBポートに SD1000U USB ドングルを装着します。 

2) コントロールパネルからデバイスマネージャを選択します。 

3) ｢ ポート（COM と LPT） ｣ の下に ｢ USB Serial Port（Com 番号） ｣の表示があれば 

ドライバの設定は完了しているので、ここで終了します。 

続けてページ 8 の ４、パソコンと Bluetooth デバイス の通信設定（ComPort番号） 

を実行します。 

 

 

4) ｢ ほかのデバイス ｣ の下に [ USB Serial Port ] 、 [ FT232R USB UART ] 

または ｢ ポート（COM と LPT） ｣ に [ USB Serial Port（Com番号） ] 以外の表示 

がある場合はドライバが未設定の状態です。 正しく設定するために 5) に進みます。 

 

 

5) [ USB Serial Port ] または [ FT232R USB UART ]に カーソルを合わせ、右クリック 

で表示するウインドウから｢ドライバーソフトウェアの更新｣ をクリックします。 

 

 

 

 

 

ドライバー ソフトウェアの更新(P)…. 

無効(D) 

削除(U) 

ハードウエア変更のスキャン() 

プロパテイ(R) 

 

 

 

 

ドライバーソフトウェアの更新 

[ USB Serial Port ] または 

[ FT232R USB UART ] 

 

[ USB Serial Port ] または 

[ FT232R USB UART ] 

 



                              時間内歩行試験ソフトウェア 

 

 
43 

6)［ドライバーソフトウェアの更新-通信ポート］画面を表示します。 

インターネット接続環境であれば ①を、非接続の場合は ②をクリックします。 

 

 

7) ドライバーソフトウェアを検索する画面を表示します。 

8) サブフォルダーも参照する にチエックを入れ、［参照］ボタンを 

クリックします。 

 

 

 

 

 

 

② 

チエックを入れる [参照] ボタン 

① のクリックでドライバーソフト

を自動インストールします。          

完了すると終了画面を表示し

[閉じる]ボタンで完了します。 

（ ペ ージ 45の 11） ） 

 

インストールできませんでした 

のＭＳＧの場合は②より設定

します。 
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9) フォルダーの参照画面 を表示します。 

｢コンピュータ｣ → ｢インストーラの USB ドライブ｣ → ｢インストーラ｣ → ｢ETC｣ 

と開き、｢SD1000U_Driver｣ の［ SD1000U 32 ］または［ SD1000U 64 ］を選択し、※１ 

［ OK ］ボタンをクリックします。 

※１ Windowsの OSが 32ビット版または 64ビット版をコントロールパネルのシステム 

   で確認して下さい。 

 

 

 

10) 検索先が表示されます。［ 次へ ］ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

PCの仕様を確認し選択 

[OK] ボタン 

[次へ] ボタン 
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11) ドライバーソフトウエアインストール終了 の画面が表示されます。 

［ 閉じる］ボタン のクリックで完了です。 

 

 

12) ドライバーソフトウエアインストール終了画面に至らない場合は USB 

ドングル装着の確認及び 9、Bluetooth デバイスのマニュアル設定 の １)  

より再実行して下さい。 
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１０、リストックス２ 3150 シリアルケーブルドライバのマニュアル設定 

 

 データの取込みをシリアルケーブルによるダウンロードで実行します。 

長時間の連続データの取込みは専用シリアルケーブルを使用します。 

 

 

1) パソコンの USBポートにリストックス 3150に接続したリアルケーブルを装着します。 

リストックス 3150に ｢ ＣＰ ｣ 表示があることを確認します。 

2) パソコンのコントロールパネルからデバイスマネージャを選択します。 

3) ｢ ポート（COM と LPT） ｣ の下に ［ Nonin Model 3150（Com番号） ］の表示があれ 

  ばドライバの設定は完了していますので 

続けて、50ページ の 1１、シリアルケーブルの Com番号の登録を行って下さい。 

 

 

 

 

4) ｢ ほかのデバイス ｣ に ［ Model 3150 ｣ または  

｢ ポート（COM と LPT） ｣ に ［ USB シリアル デバイス（Com番号） ］ が表示され 

る場合はドライバが未設定の状態です。 正しく設定するために 5) に進みます。 

 

5) ｢Model 3150｣ または ｢USB シリアル デバイス｣にカーソルをあわせ、右クリックで 

表示するウインドウから、｢ドライバーソフトウェアの更新｣をクリックします。 

  

 

 

 

 

 

 

 

ドライバーソフトウェアの更新 をクリック 

Model 3150 USB シリアルデバイス 
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6) [ドライバーソフトウェアの更新-通信ポート］画面を表示します。 

下段のコンピュータを・・・・をクリックします。 

 

 

 

7) ドライバーソフトウェアを検索する画面を表示します。 

8) サブフォルダーも参照する にチエックを入れ、［ 参照 ］ボタンを 

クリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

下段をクリック 

チエックを入れる [参照] ボタン 
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9) フオルダーの参照画面 が表示されます。 

｢コンピュータ｣ → ｢インストーラの USB ドライブ｣ → ｢インストーラ｣ → ｢ETC｣ 

と開き、｢Nonin 3150SC Driver｣を選択し、［ OK ］ボタンをクリックします。 

 

10) 検索先が表示されます。［ 次へ ］ボタンをクリックします。 

 

11)  このデバイスをインストールしますか？の [インストール] ボタンをクリックします。 

 

[次へ] ボタン 

[インストール] ボタン 

Nonin 3150SC Driver 

[OK] ボタン 
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11) 下記のセキュリティ画面が表示した場合は下段をクリックして先に進みます。 

 

 

 

12)  ドライバーソフトウエアインストール終了、［Nonin Model 3150］ の画面が 

表示されます。 ［閉じる］ボタン のクリックで完了です。 

続けて、次ページ の 1１、シリアルケーブルの Com番号の登録を行って下さい。 

 

 

 

 

13)  ドライバーソフトウエアインストール終了画面に至らない場合は USB ドングル装着 

の確認及び 10、リストックス２ 3150 シリアルケーブルドライバのマニュアル設定  

の 1) より再実行して下さい。 

 

下段をクリック 
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１1、パソコンとリストックス２ 3150シリアルケーブル通信設定（ComPort番号） 

 

 パソコンに シリアルケーブル の ComPort番号を設定します。 

パソコンの USBポートと 3150本体間をシリアルケーブルで接続します。 

 

1) 本ソフトウェアの起動後、メニューから [パルスオキシメータ選択] をクリックします。 

2) パルスオキシメータの選択画面が表示されます。 

3) ①［接続 ComPort一覧］ボタンで表示するリストから ⑩［Nonin Model 3150（Com）］の 

存在と ComPort 番号を確認します。 

4) ②［機器_Noボタン］ をクリックします。 

5) ③［Com_Port番号］コンボリストから①で確認した ComPort番号を選択します。 

6) ④［メーカー名］コンボリストから 「 Nonin 」を選択します。 

7) ⑤［機種名］コンボリストから 「 3150 」 を選択します。 

8) ⑥［測定間隔］コンボリストから 「 1 」 を選択します。 

9) ⑦［コンティニュア］を選択します。 

10) ⑧［通信設定］の値はパルスオキシメータのメーカ仕様値を各コンボリストに設定します。 

11) ⑨［保存］ボタンをクリックして登録します。※１ 

12) パルスオキシメータの選択画面が非表示となり、通信設定を終了します。 

 
 

※１ ［機器 No_1、ComPort番号は使用済みまたは存在しない番号です］ のＭＳＧ表示時 

は ⑩［Nonin Model 3150（Com）］の存在と Com 番号が、③の ComPort 番号と一致 

することを確認、または 上記 2) より再実行して通信設定を完了します。 

その他警告ＭＳＧの表示時は 12、通信設定の警告ＭＳＧ一覧 を参照下さい。 

①  

②  ③  ④  ⑤  ⑥  

⑦  

⑩  

⑧ 

⑨  
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12、通信設定の警告ＭＳＧ一覧 

※ 下記の警告ＭＳＧによる対応の前に一度、[パルスオキシメータの選択画面]の[閉じる] 
ボタンをクリックしてメインメニューに戻り、再度[パルスオキシメータの選択画面]を選択 
し、表示する[保存]ボタンをクリック後に操作をしてみて下さい。 
以降も警告ＭＳＧを表示する場合、下記にすすんで下さい。 
 

 
発生時の操作 
1) 「パルスオキシメータ選択画面」で ［保存］ボタンを ＯＮ 

◼ 存在しない ComPort番号を選択した。 
［接続 ComPort一覧］ボタンより ComPort リストから正しい番号を確認、設定します。 

2) 「パルスオキシメータ選択画面」で選択機器のモード設定の［表示］ボタンを ＯＮ。 
◼ ＵＳＢドングルが未接続である。  

正しく接続します。 
3) 「データダウンロード画面」で ［ダウンロード］ボタンを ＯＮ 

◼ シリアルケーブルが未接続である。  
正しく接続します。 
 

 
発生時の操作 
「パルスオキシメータ選択画面」で選択機器のモード設定の［表示］ボタンを ＯＮ 

◼ ３１５０の画面に Bluetooth インジケータ   がない。 
３１５０の Bluetooth インジケータ表示ボタンを押して表示を確認。 

◼ ３１５０本体の電源がＯＦＦ。  
センサーを接続して電源ＯＮにする。 
 

 

発生時の操作 
「ペアリングの［登録］ボタンを ＯＮ 
［戻る］ボタンを押し、P 8 の 4) より再実行する。 
P 7の ４、 及び P8 の ５、を再実行する。 
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発生時の操作 
「リアルタイム測定画面「」で[開始]ボタンを ON 
◼ パルスオキシシメータ 3150の Bluetooth 
インジケータ    の表示がない。 
3150本体のアクチベーションスイッチを長押 
し又はセンサーから指を外し再度装着後に 
Bluetoothインジケータ    を確認後、[開始] 
ボタンをクリックします。 

◼ 3150 と PCの USB ドングル間のペアリング 
が正しく設定されていない。 
５、ペアリング設定を参照して再設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
発生時の操作 
「リストックス設定画面」で ［メモリクリア］、［確定送信示］ボタンを ＯＮ。 
◼ ＵＳＢドングルまたはシリアルケーブルが未接続である。  

正しく装着されていることを確認します。 
 

 

 

発生時の操作 
「データダウンロード画面」で［ダウンロード］
ボタンを ＯＮ 
◼ ３１５０本体の電源がＯＦＦ。 
パルスオキシメータ選択画面の［接続
ComPort一覧］ボタンより ComPortリス
トから正しい番号を確認、設定します。 

◼ メモリデータが無い。 
数分間データを取り、確認します。 

 

発生時の操作 
[リアルタイム測定画面」で［開始］ボタンをＯN 
◼ ComPortがＯＦＦ。 
一度、メインメニューに戻り、再度  
[リアルタイム測定]ボタンより再接続を実行する。 

 



                              時間内歩行試験ソフトウェア 

 

 
53 

13、ライブラリの登録 

 ［時間内歩行試験ソフトウェア］のインストールを終了後、   をダブルクリックして 

起動した時に、ライブラリが登録されていない、または Microsoft Net Framework 3.5 

がインストールされていないことを示す 警告ＭＳＧ が表示する場合の対応。 

 

1) Microsoft Net Framework 3.5 のインストールを促すＭＳＧが表示した場合。 

   

Windows10の場合はインターネット接続が必須です。 

赤枠をクリックして NET FRAMEWORK3.5 をインストールします。 

   

2) ライブラリが登録されていません。 のＭＳＧが表示した場合。 

 

USB インストーラのフォルダ名、［インストーラ］ → ［ETC］ → ［REGASM_実行］ →  

LibraryInst.exe を右クリックで表示する「管理者として……」をクリック して登録します。 

起動アイコン   をダブルクリック後、ＭＳＧがなければ正しく登録されたことを示します。 

 

※ 同現象が再表示する場合はＰＣを再起動し、本ソフトウェアの再インストール（ページ ３） 

を実行します。 
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ＮＥＴ ＦＲＡＭＥＷＯＲＫ ３.５ をインストールするには 

⚫ Windows7 

Windows 7は基本的に標準搭載され、初期状態では有効になっていますが、無効化されて 

いる場合は、以下の手順で有効化してください。 

「スタート」ボタンを押し、「コントロールパネル」 → 「プログラム」をクリック。 

 

 

「プログラムと機能」内の「Windowsの機能の有効化または無効化」をクリック。 

 

Microsoft .NET Framework 3.5.1」にチエックがない場合、チエックを入れ、「OK」ボタンを 

押し、ＰＣを再起動します。 
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⚫ Windows10 

Windows 10は初期状態では無効になっています、以下の手順で有効化してください。 

「スタート」ボタンを押し、「コントロールパネル」 → 「プログラム」をクリック。 

 

 

「プログラムと機能」内の「Windowsの機能の有効化または無効化」をクリック。 

 

 

Microsoft .NET Framework 3.5.をチェック、「OK」ボタンを押します。 
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「Windows Update からファイルをダウンロードする」 をクリック。 

（この時、インターネットが接続していることを確認） 

 

 

進行状態を示すバーを表示。 

（PCスペック及びインターネット環境により数分～数十分の時間を要します） 

 

「閉じる」 ボタンを押してＰＣを再起動します。 
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14、PCのディスプレイ設定 

 本ソフトウェアは Windows XP の標準ディスプレイ解像度（1024×768）の使用を前提 

に作成されています。高解像度ディスプレイを搭載した PCでは本ソフトウェアの初期 

表示画面を含め Windowsの各アイコン等が小さく表示するため設定変更が必要です。 

 

 コントロールパネル から ディスプレイ を選択、表示します。 

1) ［テキスト、その他項目サイズ］の設定値 を 100% に設定します。 

・ Windows7 

 

 

・ Windows10 

 

100% を選択 

[運用]ボタンをクリック 

ログオフします 

100% を選択 
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2) ディスプレイ解像度の変更 

上記、[テキスト、その他項目サイズ］ を 100% 設定時に、高解像度仕様の PC 

では Windowsの文字、アイコンが小さくなるため、解像度を下げることにより表示 

を大きくすることが可能です。必要に応じて変更します。 

 

 コントロールパネル から ディスプレイ を選択、表示します。 

・ Windoes7 

 

 

・ Windows7 

 

 

 

 

 

｢ディスプレイの設定の変更」を選択 

画面の解像度 を選択 

［1920×1080］、［1680×1050］  

または任意の解像度を設定 
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・ Windows10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 本システム上での不具合事項について 

本ソフトウェア及びハードウェア（PC、USB ドングル、パルスオキシメータ等）に 

については販売先の医療機器販売業者までお問い合わせ下さい。 

 

◎ 本ソフトウェアの仕様は予告無く変更することがあります。ご了承ください。 

 

画面の解像度 を選択 

［1920×1080］、［1680×1050］ 

または任意の解像度を設定 
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